
㉙微酸性電解次亜塩素酸水を活用した減農薬栽培コン
ソーシアム（実証地：愛知県）

○微酸性電解次亜塩素酸水の潅水・散布により病害を予防し減農薬栽培を実現

実証の目標

実証の背景と課題

○健康被害が懸念され高コストとなる農薬の使用抑制が課題
○農薬に変わるものとして食品工場の衛生管理で使用され、更に特定農薬とし

て認められている微酸性電解次亜塩素酸水の農業利用の実証

○農業仕様（防塵防滴）の微酸性電解次亜塩素酸水(※)の生成装置を開発
○食品工場の衛生管理に使われている微酸性電解次亜塩素酸水を、施設園芸に

おいて潅水、葉面散布することで病害を予防する栽培手法を検証。後の検証
で、一部作物の薬害、散布むらによる防除効果の低下が課題として確認され
た。
(※)次亜塩素酸水は、希塩酸を電気分解することにより生じる次亜塩酸を有効成分として

含む殺菌効果を有する水（電解質に塩を用いていないため散布乾田後に塩が析出しない。
また強塩酸でなければ酸障害が発生しない。）。

実証したシステムの概要

実証された効果の例（0.5haの施設園芸経営での事例）

潅水・葉面散布が行われた圃場のトマト微酸性電解次亜塩素酸水の生成装置

○農薬散布回数を46%削減（対照区13回⇒7回）。農薬散布に係る人件費及び
農薬の削減効果は１年間で約89,000円。
（利用料：ご要望の状況に応じて異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご

連絡下さい。）

○全国展開を計画したものの、作物や使用方法により薬害の発生が確認された
ので、課題解決後に改めて展開を計画中。

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：森永乳業株式会社 食品素材統括部 ピュアスター販売Ｇ
電話番号：03-3798-8199
https://www.morinagamilk.co.jp/products/purester/

コンソーシアムの代表 農業界：山元 和彦
経済界：森永乳業(株)
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㉚新規低コスト完全人工光型栽培装置コンソーシアム
（実証地：愛媛県）

○低コストな完全人工光型栽培施設の開発

実証の目標

実証の背景と課題

○完全人工光型の栽培施設は、多大な初期設置費と光熱費がかかり、低コスト
化が大きな課題

○一般の農業者でも導入可能な初期設置費であり、ランニングコストも低額な
完全人工光型栽培装置の開発が必要

○断熱パネルを耐力壁として活用した初期設置費が低額、また短納期であり、
また機能性LED仕様によりランニングコストも低い閉鎖型栽培施設（NISC 
UNIT BOX 工法）を開発

実証したシステムの概要

実証された効果の例（0.2haの施設園芸経営での事例）

低コスト短納期の閉鎖型栽培施設

○既存の閉鎖型植物工場施設に比べ延べ床面積当たりの導入コストを39.5%削減
（既存設備：18.5万円/㎡⇒実証設備：11.2万円/㎡）

○人工光のLED化により年間の電力使用量を32%削減
（蛍光灯230W⇒LED156W）
（利用料：施設の規模により異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡

下さい。）

○全国的に販売を展開
〇ベルグアース㈱に新施設導入（2021年）

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：日鉄鋼板株式会社
電話番号：03-6848-3900
http://www.nisc-s.co.jp/sustainability/environment.html

コンソーシアムの代表 農業界：ベルグアース(株) 
経済界：日鉄鋼板(株)

LEDを採用した実証栽培設備
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㉛電解水素水を活用した還元野菜プロジェクトコンソーシアム
（実証地：高知県）

○電解水素水の潅水による収量および機能性成分の向上方法の開発・確立
実証の目標

実証の背景と課題

○施設園芸において、生産所得向上につながる収量増と機能性成分を向上させ
る低コストで簡便な技術が必要

○医療分野で実績のある電解水素水により、収量増と機能性成分を高める実証
を踏まえ、農業利用上確立していくことを企図

○医療分野で実績のある電解水素水を農業仕様で生成する装置を開発
○施設園芸における灌水等に電解水素水を使用し、作物の収量や機能性を高め

る生産方法を実証・確立

実証したシステムの概要

実証された効果の例（0.7haの施設園芸経営での事例）

施設野菜での実証電解水素水生成装置

○地下水区と比べパプリカの収量を8%増加
（対照区19,8t/10a⇒電解水素水区21,4t/10a）

〇パプリカの果実が大きくなり、単価の高い２Lサイズ品の割合が増加
（対照区20.9％⇒電解水素水区24.1％）
（利用料：機器本体価格800,000円～、ほ場規模に応じ異なるため、以下の
『問い合わせ先等』へご連絡下さい。）

メロン､イチゴ､フルーツトマト等での活用､県内のみでなく全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社日本トリム MS課（担当 古賀）
電話番号：06-7739-4385（課直通）
http://www.nihon-trim.co.jp/product/ag/trim_ag10/

コンソーシアムの代表 農業界： (株)農業生産法人南国スタイル
経済界： (株)日本トリム
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㉜シンプルかつ低コストな水田ICT化プロジェクト
（実証地：埼玉県）

○充電・電池交換不要で高耐久性を有する長距離汎用センサーシステムを活用
した低コストな水田の水位センサーの実現

実証の目標

実証の背景と課題

○稲作において水位管理は米の品質や収穫量に最も大きな影響を与える重要な
工程である一方、多くの手間と時間が必要なことが課題

○現在多数の水位センサーが販売されているが、機器及び通信費が高額なもの
が多く、過度なハイスペックに起因する低耐久性やメンテナンス経費も課題

○充電・電池交換不要で、通信費も不要な長距離無線を利用した極めてシンプ
ルで初期及びランニングコストが低い水位管理システムの開発・実用化によ
り、水位管理（見回り管理）の時間と手間が大幅に削減。

実証したシステムの概要

○水位センサー設置ほ場における水管理に係る見回り作業を83.6%削減
（利用料：利用する機能やサービス利用形態により異なるため、以下の『問い

合わせ先等』へご連絡下さい。）

○全国の展示会等で商談を実施し、普及・販売中
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社AmaterZ
電話番号： 03-6455-6884
https://www.amaterz.com/tukumo/inamo/

コンソーシアムの代表 農業界：(株)ヤマザキライス
経済界：北海道セイカン工業(株)

実証された効果の例

水位センサー 水位管理システム利用イメージ

32



㉝坂の上のクラウドコンソーシアム（実証地：愛媛県）

○中山間地域での高度で精緻な気象データ配信システムの確立

実証の目標

実証の背景と課題

○一般的な天気予報情報の利用では、予報時間の間隔が長く、数十㎞範囲での
情報入手が困難

○したがって、以下の課題がある。
①農薬散布直後に雨が降り農薬をまき直さなければならない
②雨による収穫作業員の機会損失を回避しにくい
③寒波による農作物被害を回避しにくい など

○１時間毎に72時間先まで、１㎞範囲で、天気、気温、湿度、降水量、風速
などを予測

○利用者はこの情報をスマートフォン、タブレットなどで確認し、機会損失や
作物被害を高精度で回避

実証したシステムの概要

実証された効果の例（3haの柑橘経営での事例）

配信イメージ高精度な予測を可能にする観測機

○農薬散布の失敗、労働者の無駄な動きの回避 → 10～20万円/年の効果
○早期収穫による果実の凍結被害・減収を回避

→ デコポン15a分×1/2（被害率）＝約135万円
→ 甘平15a分×1/2（被害率）＝約125万円

（利用料：2,980円～／月）

○コンピューターシステム株式会社が農業用気象クラウドシステムとして愛媛県内でＰＲし、
システムサービス提供を全国に展開

普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：コンピューターシステム株式会社
電話番号：089-921-6638
https://www.jcsc.co.jp/service/agriculture-cloud/ 

コンソーシアムの代表 農業界：野本農園、
経済界：コンピューターシステム(株)

33



㉞新CO2施用統合システムを核とした果菜類と果樹のハイブリット周年
栽培による新ビジネスモデル創出コンソーシアム（実証地：山梨県）

○通年出荷を可能にする連続開花結実法に対応した新CO₂施用の統合環境制御シ
ステムの開発

実証の目標

実証の背景と課題

○農業で収益と雇用を年間で安定させる通年栽培の可能性があるCO₂施用技術
を複数作物で統合化する技術・システムが未確立

○果樹の四季なり化を可能とする新CO₂施用統合システムを導入して、「トマ
ト」、「四季なりイチゴ」、「四季なりブルーベリー」、「四季なりレモ
ン」のハイブリッド通年栽培を行い、収益と雇用を確保
※新CO₂施用総合システムとは、ハウスの南北の太陽光差（光合成）で異なるCO₂のコン

トロールを太陽光発電で行う「太陽光利用型センサモジュール」、 秋冬、夏の遮光、
曇天や葉の下のCO₂濃度差をLEDと併用してコントロールする「補光」、大気中とボン
ベにより供給される CO₂を併用コントロールする「炭酸ガス＆Air併用型CO₂施用装
置」 、CO₂のコントロールにより残量・発注管理を行う「炭酸ガスボンベサプライシス
テム」などを組み合わせたもの

実証したシステムの概要

○年一作が一般的なブルーベリーとレモンの収穫を通年で実現
○ブルーベリーは3,500円/kg、レモンは1,500円/kgの価格での販売を達成

（料金：対象作物やほ場面積等により異なるため、以下の『問い合わせ先等』
へご連絡下さい。）

○新CO₂施用統合システムは、山梨、静岡の生産者を中心に普及・展開中
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社テヌート
http://tenuto.co.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：(株)リコペル
経済界：(株)テヌート

実証された効果の例

新CO₂施用総合システム 実証ハウス（ブルーべリー） ハイブリット周年栽培計画
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㉟メロン養液栽培による循環型農業確立コンソーシアム
（実証地：静岡県）

○メロンの自動潅水養液栽培システムの開発・確立
実証の目標

実証の背景と課題

○熟練農業者の栽培データの可視化や分析等を通じたメロンの養液栽培技術
（土壌消毒が不要）を確立し、これを共有化

○養液栽培に対応した自動潅水システムを開発

実証したシステムの概要

実証された効果の例（0.2haの施設園芸経営での事例）

養液栽培システム養液栽培の培地

○連作土壌栽培における土の蒸気消毒等で5～7日かかっていた定植準備作業が最
短１日（収穫後の翌日）に短縮

○独立した培地によるポット栽培のため、土耕に比べ株間を狭くし、定植本数を
増やすことが可能になり、生産性が23%向上

○独立した培地のため、各株に肥料が均一に行き渡り、秀品率が25％向上
（利用料：ほ場規模により異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡下

さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：サンメロウ株式会社
電話番号：0538-48-7633
http://www.sun-mellow.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：山田 宏
経済界： (株)大和コンピューター
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○一般的な隔離土耕によるメロン栽培では、連作障害を防ぐため1作ごとに土
の消毒作業に係る多大な作業量及び労働力が必要で、経営継続や新規就農の
障害となっている。

○多大な消毒作業が不要な養液栽培を普及させるには、経験と勘による潅水技
術を「匠の技」としてデータ化・自動化し共有する必要



㊱肉牛の肥育率99%達成コンソーシアム
（実証地：北海道）

○肥育率を向上させる牧場作業管理システムの開発

実証の目標

実証の背景と課題
○1,000頭規模の大規模牧場（肉用牛）では、衛生管理や疾病予防等に係るリ

スクの早期発見とその管理の徹底が難しく、肥育率90％以上を達成すること
が困難

○大規模農場でも綿密な管理を可能にするICTを利用したシステムが必要

○現場スタッフの作業と牛個体情報を可視化してスタッフ間で共有し、作業効
率と肥育率の向上に資する牧場作業管理システム（C-Trac）を開発

○現場で手袋をしたまま直接作業情報を入力できる入力端末（ハンディターミ
ナル）を開発し、手書きメモとパソコン入力の２重作業から解放

実証したシステムの概要

実証された効果の例（飼育頭数2,500頭の畜産経営での事例）

システムの画面（イメージ）牧場管理システム（C-Trac）と入力端末

○肥育牛の肥育率が2%向上（年間売上5,000万円（5.3%）の増収）
○経営データ集計作業の効率化により年間総人件費を600万円削減（従業員7名）

（利用料：利用ID数等により異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡
下さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社ポータス
電話番号：0154-61-5111
https://www.portusinc.co.jp/solution/agriculture/

コンソーシアムの代表 農業界： (株)大野ファーム
経済界： (株)ポータス
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